
事業別の概況について

＜スポーツクラブ事業＞
2016年5月に『ホリデイスポーツクラブ武庫之荘』、同7月に『ホリデイ

スポーツクラブ草加』、同8月に『ホリデイスポーツクラブ富士宮』、
2017年1月に『ホリデイスポーツクラブ尾張旭』、同2月に『ホリデイ
スポーツクラブ西一之江』を出店、新規5店舗を加え営業店舗の合計
は全国71店舗となりました。
前期に開業した2店舗及び新規開業5店舗の増収効果に加え、
前々期までに開業した既存64店舗の年平均の会員数が4.4％増加
したことにより、当連結会計年度におけるスポーツクラブ事業の売上
高16,363百万円（前期比9.9％増）となりました。
＜ホテル事業＞
2016年4月に『ABホテル伊勢崎』、同7月に『ABホテル奈良』、同12月

に『ABホテル三河豊田』を出店、新規3店舗を加え営業店舗の合計は
14店舗となりました。
ABホテル株式会社が運営する「ABホテル」では、お客様が快眠で

きる部屋造りやサービスの充実、大浴場等の付帯設備を設置する
等、お客様がひと時でも心休まる快適な空間の提供に努めました。
前期に開業した2店舗及び新規開業3店舗の増収効果に加え、前々
期までに開業した既存9店舗の年平均宿泊稼働率が87.4％で推移し

たことにより、当連結会計年度におけるホテル事業の売上高は
3,507百万円（同21.4％増）となりました。
＜不動産事業＞
2016年5月に『A・City矢作橋駅前』、同9月に『A・City羽根西』、2017年
3月に『A・City守山元郷』が入居開始となり、所有賃貸マンションは
2,165室（54棟）となりました。賃貸マンション「A・City」では、満室経営
となるよう入居者のニーズに合わせた室内設備の充実、入居者が安心
して過ごせる住環境に努めた結果、当連結会計年度末の入居率は
97.4％となり、当連結会計年度における売上高は1,479百万円（同
2.2％増）となりました。

次期につきましては、積極的に新規開発を行うとともに、運営面に
おいては、一段と地域に根ざした親しみのあるスポーツクラブ、ビジ
ネスホテル及び賃貸マンションの運営を行い、新しい発想力、企画力
により収益力の向上に取組んでまいります。
次期の見通しにつきましては、「ホリデイスポーツクラブ」10店舗

「ABホテル」5店舗の新規開業における増収効果並びに開業費用等
を考慮し、売上高23,800百万円(前年同期比11.5％増)、営業利益
6,500百万円(同8.7％増)、経常利益6,500百万円(同7.9％増)、親会
社株主に帰属する当期純利益は4,000百万円(同7.3％増)を見込んで
おります。




